
 

地域とともにある学校を   校長 川島 正晴 

雨季に特有の雨で低温の日と曇りでじっとりとする日が交互する時期 

になりました。子どもたちは気圧や気温の変化に対応することで疲れの 

感じられるこの頃です。皆様も健康には十分ご留意なさってください。 

さて、学校では、授業や行事が順調に進んでいます。保護者や地域の皆 

様大変お世話になりました。本校の教育活動は順調に進んでいます。 

 

 

幸手市立権現堂川小学校 学校だより６月－２号 令和４年６月２０日（月） 

み ち し る べ    NO．６ 

学校教育目標 「自分から行動できる子 ・すすんで学ぶ子・たすけ合う子・きたえる子」 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

   

  

 

 

 

  先日行われた「まこもの馬づくり」が終わった後の、子どもたちの感想です。 

● 地域の方々が、とても丁寧に優しく教えてくれたので、自分の作ったまこもの馬は、とても 

うまくいきました。 

● 地域の人に教えてもらったからやりやすかったです。そのおかげでいいのができました。 

● 学校生活最後のまこもの馬作りをやりました。去年より、上手にきれいに作れました。地域 

の人が、ていねいにやさしく教えてくれて、本当に感謝しています。 

● わたしは初めてまこもで馬を作りました。どうやるのかわからなかったけど、地いきの方々 

    が教えてくれたので、きれいにできました。地いきの人はやさしいなと思いました。 

● 私は２回目のまこも作りだったけど、あまり作り方を覚えていなかったので、地域の方がずっ 

 と最後まで教えてくださって、自分の中で満足したまこもになりました。 

 

 

 

 

 

５月に行われたケナフの種まきでもそうでした。たくさんの方々が関わってくださり、優しく、時 

には厳しく子どもたちに御指導をいただき、その熱い思いが子ども 

たちに伝わり、感動体験となって心に残っています。人から学ぶと 

いうことの大切さ。まさに人として育つ環境が、ここにはあります。 

小さい学校だからできること。地域と環境のすばらしさを生かし、 

豊かな教育活動を紡いでまいります。保護者・地域の御支援とご協力 

に心より感謝いたします。 

優しさと厳しさと温かさで 
子どもを鍛え、育む地域の学校を目指して     


